
資料１－①

   令和５年10月5日

武蔵野市第５期健康推進計画・食育推進計画・自殺総合対策計画専門部会（第５回）

第４回武蔵野市第５期健康推進計画・食育推進計画・自殺総合対策計画専門部会に係る委員からの質問に対する回答

番号 媒体 資料 項番 ページ 質問内容 事務局回答・対応方針

1

質問・意見

提出用紙

（メール）

第４回部会資

料２

健康推進計画

第２章

基本施策２（２）身

体活動や運動を習慣

づけるための支援

35

健康づくりの各講座は市民の希望する内容を反映されているのでしょうか。参加

者に今後希望する講座内容をヒアリングするなどして講座の見直し、内容もリ

ニューアルが必要かと思います。

講師は人材バンク登録者から選ぶようですが、市民が希望する講座に該当する人

材がいないのであれば、柔軟に外部から講師を招聘することを望みます。

検討希望講座 :  自律神経訓練法、部位別の筋トレ、更年期の不調解消エクササイ

ズなど

健康づくりの講座は、健康づくり事業団に委託して実施しています。参加者や、

市民のニーズを把握し、健康づくり推進員などの意見を伺ってプログラムを作成

しています。

市民の希望する内容で講座を実施できるよう、健康づくり支援センターの専門職

のコーディネート機能が高まるようにしていきます。

2

質問・意見

提出用紙

（メール）

第４回部会資

料２

健康推進計画

第２章（２）基本施

策１

46

メタボリックシンドロームのメタボ該当者の割合の実績値が、Ｒ4年度で男性女性

とも上昇しています。把握している上昇の背景には、どのような内容があるので

しょうか。

コロナ禍の生活習慣の変化が影響していると考えます。

3

質問・意見

提出用紙

（メール）

第４回部会資

料２

健康推進計画

第２章（２）基本施

策１

47
精密検査受診率の目標値についてです。

把握している精密検査未受診理由は、どのような内容があるのでしょうか。

検査自体が嫌、検査に耐えられる全身の状態ではない、精密検査の必要性を理解

していない、時間がない、などの理由があります。

4

質問・意見

提出用紙

（メール）

第４回部会資

料２

健康推進計画

第５章

基本施策２（２）身

体活動や運動を習慣

づけるための支援

72

身近な地域の資源の活用の四つ目の〇についてです。

「多くの市民が健康づくりに参加できるような仕組みを検討します」という内容

は、健康づくり推進員の交代、増加などを意図しているのでしょうか。三つ目の

◆の健康づくり推進員の確保の内容がありますので、交代や増加でななく、異な

る内容なのかと思いました。表現のご検討をお願いします。

健康づくり推進員の方がより活動しやすくなるような方法を検討したいという意

図での文章です。前後と重複しているところが大きいので削除し、三つ目の◆、

健康づくり推進員の活動活性化に関する文章の表現を改めました。

5

質問・意見

提出用紙

（メール）

第４回部会資

料２

健康推進計画

第５章

基本施策３（１）医

療ネットワークの充

実

85

「おひとり様に対する生命と健康を守る環境づくり」について、部会でも提案し

ましたが、市としての考えを確認できませんでした。

パートナーを亡くした方、独居者の方は、高齢でなくても不安を抱えています。

行政としての取り組み姿勢をお聞かせください。

「基本施策３　市民の生命と健康を守る環境づくりと連携の強化」の「在宅生活

を支えるための医療と介護の連携の推進」に記載のとおり、在宅医療・介護連携

推進事業の中で、「①日常の療養支援」、「②入退院時支援」、「③緊急時の対

応」、「④看取り」の場面を意識しながら、在宅医療・介護連携推進協議会と５

つの部会等にて、同居の家族構成に関わらず、切れ目のない医療と介護の連携体

制の構築を進めます。また、在宅医療の体制の強化に向け、武蔵野市医師会等と

協議を図りながら、夜間休日等における訪問診療体制の充実等を検討します。
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6

質問・意見

提出用紙

（メール）

第４回部会資

料２

健康推進計画

第５章

基本施策３（２）災

害時対応の充実

87

災害時医療体制については、混乱することなく医療を受けられる為のものと認識

しますが、全市民に戸惑いなく認識してもらうためには市報で案内するのでは不

十分と感じます。どのような周知方法を考えていますか。

全市民的な周知として、市報以外には、防災ハンドブックの配布を行っていま

す。加えて、防災フェスタなどの様々なイベントにおける周知や医療機関を通じ

た周知を検討していきます。

7

質問・意見

提出用紙

（メール）

第４回部会資

料２

健康推進計画

第５章

基本施策３（３）健

康危機管理対策等の

推進

90
予防接種については副作用などがある場合について、メリットデメリットの案

内、副反応についてのケア、保障はどのようになりますか。

予防接種による健康被害等のリスク及び接種による効果については、各予防接種

で作成したお知らせ等で周知を図っています。

また、副反応を起こさないために、接種前の体温測定、予診や予診票による健康

状態の確認を行い、接種後は一定時間接種を行った医療機関において被接種者の

体調確認を行っています。しかしながら予防接種後に被接種者が副反応を呈した

場合は、診察医師が適切な処置を行っています。

副反応等の健康被害については、予防接種法に基づく定期予防接種によるものと

認定されたときは、予防接種健康被害救済制度の給付の対象となり、任意接種で

健康被害を受けた場合は、独立行政法人医薬品医療機器総合機構法に基づく救済

を受けることができます。

8

質問・意見

提出用紙

（メール）

第４回部会資

料２

健康推進計画

第５章

基本施策３（３）健

康危機管理対策等の

推進

90

医療ネットワークの構築については、コロナ患者の自宅療養者支援が全員に行き

わたらず放置され死亡した報道もありました。

この度のコロナ禍における武蔵野市民の自宅療養者支援の検証結果と改善内容を

お知らせください。

新型コロナウイルス感染症の対応していく中で、様々な改善を図りながら対応を

してきました。

例えば、市が単独で自宅療養者支援センターを開設したこと、陽性者情報の提供

を東京都に要望して市に提供を受け、それにより市単独で自宅療養者の安否確認

を行ったこと、食料の提供について日用品もセットにして配布事業を充実したこ

と等が挙げられます。

現在は、５類への移行を受け武蔵野市自宅療養者支援センターは終了しています

（「東京都新型コロナ相談センター」にて引き続き相談対応を実施）。

9

質問・意見

提出用紙

（メール）

第４回部会資

料２

食育推進計画

第２章

（１）基本施策２

（３）栄養ケアを必

要とする人への支援

に関する連携

115

栄養ケアに関する多職種連携の充実という事業紹介で、管理栄養士が参加した協

議会はないとありましたが、何年も参加しないままとなっている理由をお知らせ

ください。

平成28年度まで健康課の正規職員の管理栄養士が数年間欠員であったことから、

健康課内での比重が大きい母子保健における栄養事業の立て直し等、足元を固め

るところから進めてまいりました。この間に、高齢主管課をはじめとした食を事

業に取り入れている課との連携が進み、健康課の管理栄養士が認知されるように

なってきたことから、次期計画期間中には多職種連携を着実に進めてまいりま

す。
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10

質問・意見

提出用紙

（メール）

第４回部会資

料２

食育推進計画

第５章

基本施策１（１）妊

娠期から子育て期へ

の食育

124

望ましい食習慣の形成のために啓発、個別相談を継続実施するとありますが、そ

もそも関心のない保護者、食習慣改善まで余裕のない保護者に対して、どのよう

なアプローチを考えていますか。

食品メーカーとのコラボでノベルティなど準備しないと、企画倒れにならないか

心配です。

実行力のある啓発について研究してまいります。

11

質問・意見

提出用紙

（メール）

第４回部会資

料２
- -

「今後の方向性」で●は、現行計画のままとのことですが、5年前に策定して修正

なしのまま継続とは、それぞれどういった事情からなのでしょうか。

5年間で達成しようとする内容をあげないと、市民としては何が達成できて、何が

未達なのかがわかりません。

全ての事業が計画期間の６年間で完了するわけではなく、将来的に継続すべき重

要な事業も計画に記載しています。計画期間中のこれまでの取組み実績について

は第２章に記載しています。


